
 

 

               
 

 

（ 目 次 ） 
２   被災者に寄り添った災害支援活動 
３   現在の災害支援活動 
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７   研修報告① 福祉と司法の勉強会に参加して 
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１０    トピックス 「地域共生社会に思う」 
１１   社会福祉士のわ 
１２   事務局だより  
令和元年台風第１５号の被害に関する会長声明 

 

令和元年台風１５号により被害を受けられた皆さまに、心よりお見舞い申し上げます。 

 

この台風は９月９日午前５時前に千葉市に上陸。最大瞬間風速が千葉市で 57.5m/s、木更津市で

49.0m/sを記録し、関東上陸時の勢力では過去最強クラスになりました。 

千葉県内では多くの方が被災され、負傷者も確認されています。 

住宅の被害は相当な範囲に及んでいます。また、台風の影響による停電や断水が広範囲で長期化

し、生活上の困難が続いています。 

現在、県内の各所で復旧に向けての作業が続けられています。 

 

私ども千葉県社会福祉士会は９月１３日に災害対策本部を立ち上げ、会員は、福祉専門職の立場

で必要な支援をさせていただいております。 

 

地元の社会福祉士はひとりひとりの生活の支えとなるべく奮闘しています。 

 

被災地支援活動協力員名簿に登録した会員は、各地域の状況調査のうえ、災害ボランティアセン

ター立ち上げ支援に動いているところです。 

 

これから、生活の中での被災の影響はもっと広がり、社会福祉士がやるべきことも膨らんできま

す。 

 

このような時こそ、社会福祉士は、生活に困りごとを抱えた方々の声、想いを受け止め、その支

えとなる社会であれるよう、職種、地域を超えてつなげてきましょう。 
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被
災
者
に
寄
り
添
っ
た 

 
 

災
害
支
援
活
動  

   
九
月
に
千
葉
県
は
、
台
風
十
五
号
の

甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
度

の
、
被
災
地
支
援
で
は
、
多
く
の
会
員

の
皆
様
か
ら
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
こ
と
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

ま
た
、
他
県
の
社
会
福
祉
士
会
か
ら

も
、
多
く
の
方
々
が
千
葉
県
内
で
被
災

地
支
援
に
入
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ

と
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

六
月
の
点
と
線
に
、
被
災
地
支
援
活

動
協
力
員
へ
の
名
簿
登
録
及
び
更
新
の

お
知
ら
せ
を
掲
載
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

当
時
は
、
災
害
が
な
い
こ
と
、
こ
の
名

簿
が
活
用
さ
れ
な
い
こ
と
を
願
っ
て
い

た
と
こ
ろ
で
し
た
。 

現
在
（
九
月
二
十
六
日
）
千
葉
県
社

会
福
祉
士
会
会
員
は
、
県
内
各
地
の
被

災
地
で
奔
走
し
て
い
ま
す
。 

被
災
地
支
援
活
動
協
力
員
の
事
務
の

流
れ
を
説
明
し
ま
す
。 

①
支
援
者
募
集
（
名
簿
登
録
し
て
い

る
方
に
は
メ
ー
ル
、
一
般
向
け
に
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
）→

②
未
登
録
者
に
は
、

被
災
地
支
援
活
動
協
力
員
登
録
を
案
内

→

③
災
害
対
策
委
員
が
、
登
録
者
と
本

会
各
災
害
等
、
支
援
先
と
の
間
で
派
遣

期
間
、
支
援
内
容
等
の
具
体
的
な
調
整

→

④
被
災
地
へ
の
派
遣
、
支
援
活
動→

⑤
活
動
報
告
書
の
提
出→

⑥
旅
費
及
び

活
動
費
の
補
助
金
の
支
給 
 

以
上
は
今
、
県
内
で
行
っ
て
い
る
被

災
地
支
援
の
流
れ
で
す
が
、
他
県
の
支

援
へ
日
本
社
会
福
祉
士
会
か
ら
の
依
頼

を
受
け
て
活
動
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。 

災
害
に
強
い
国
づ
く
り
は
当
然
で
す

が
、
災
害
が
発
生
し
な
い
こ
と
は
不
可

能
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
災
害
に
立

ち
向
か
う
人
々
の
助
け
合
い
が
重
要
に

な
り
ま
す
。
元
の
生
活
、
新
し
い
生
活

へ
の
復
旧
復
興
を
早
め
る
こ
と
が
で
き

る
か
ら
で
す
。 

今
回
の
被
災
地
支
援
活
動
で
は
、
濡

れ
た
家
財
道
具
の
片
づ
け
や
処
分
、
屋

根
の
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
張
り
か
ら
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
支
援
、

地
域
の
福
祉
施
設
の
応
援
、
行
政
の
要

請
を
受
け
た
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
業
務
支
援
等
々
被
災
地
の
状
況
に
応

じ
た
多
様
な
支
援
活
動
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
な
か
で
、
被
災
者
の
状

況
に
細
か
く
目
配
り
が
で
き
、
被
災
者

と
支
援
者
を
つ
な
ぐ
役
割
は
社
会
福
祉

士
の
強
み
で
し
ょ
う
。 

 

災
害
に
直
面
し
、
緊
急
を
要
す
る
こ

と
か
ら
、
福
祉
的
支
援
が
必
要
な
人
が

一
般
避
難
所
に
避
難
す
る
こ
と
は
多
く

あ
る
よ
う
で
す
。
ま
た
、
避
難
を
せ
ず

に
、
辛
い
環
境
と
な
っ
て
い
る
自
宅
に

身
を
置
い
て
い
る
方
も
い
ま
す
。 

「
今
居
る
場
所
が
あ
る
だ
け
で
あ
り

が
た
い
、
食
べ
る
も
の
が
あ
る
だ
け
で

あ
り
が
た
い
」
そ
ん
な
ふ
う
に
被
災
さ

れ
た
方
も
、
周
り
の
支
援
者
も
思
っ
て

い
な
い
で
し
ょ
う
か
。
被
災
さ
れ
た
方

の
「
人
権
、
尊
厳
」
の
視
点
で
権
利
擁

護
し
て
い
く
視
点
が
欠
け
て
い
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

各
地
で
、
災
害
時
要
配
慮
者
に
対
す

る
福
祉
支
援
体
制
の
整
備
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
高
齢
者
や
障
害
者
、
子
ど

も
等
の
地
域
に
お
け
る
災
害
時
要
配
慮

者
へ
必
要
な
支
援
を
行
う
た
め
の
体
制

を
構
築
し
な
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
地
域

の
福
祉
支
援
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
役

割
と
、
そ
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
の
は

社
会
福
祉
士
だ
と
思
い
ま
す
。 

避
難
所
等
で
い
ろ
い
ろ
な
障
害
を
お

持
ち
の
方
、
認
知
症
の
高
齢
者
等
、
ご

自
分
の
思
い
（
ニ
ー
ズ
）
を
発
信
し
に

く
い
方
に
寄
り
添
い
、
と
き
に
は
意
思

決
定
支
援
す
る
こ
と
も
社
会
福
祉
士
の

役
割
で
す
し
、
困
難
な
状
況
を
強
い
ら

れ
て
い
る
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
っ
た

支
援
は
私
た
ち
の
強
み
だ
と
思
い
ま
す
。 

災
害
対
策
委
員
会
は
、
被
災
地
支
援

活
動
を
行
う
社
会
福
祉
士
を
強
力
に
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
す
。 

最
後
に
、
被
災
地
支
援
活
動
協
力
員

へ
の
登
録
は
い
つ
で
も
可
能
で
す
。
災

害
対
策
委
員
会
で
一
緒
に
活
動
し
ま
せ

ん
か
。
災
害
対
策
委
員
会
で
は
皆
様
の

申
込
み
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 
 

災
害
対
策
委
員
長 

市
原 
久
夫 

（
い
ち
は
ら 

ひ
さ
お
） 

被災前９月１日に社会福祉士会

が参加した船橋での防災訓練 
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現
在
の
災
害
支
援
活
動  

台
風
直
後
か
ら
の
社
会
福
祉
士
会
の

動
き ▼

九
月
十
一
日 ①

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
以
下
の
掲
載
、 （

省
略
） 

社
会
福
祉
士
の
皆
様
は
、
今
、
支
援

を
必
要
と
す
る
方
の
た
め
に
、
奔
走
さ

れ
て
い
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。 

関
係
機
関
と
の
調
整
で
、
今
、
調
達

で
き
な
い
も
の
、
必
要
な
手
伝
い
な
ど

が
あ
り
ま
し
た
ら
、 

社
会
福
祉
士
の
仲
間
で
サ
ポ
ー
ト
が

で
き
る
人
が
い
な
い
か
呼
び
か
け
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

以
下
の
三
点
を
社
会
福
祉
士
会
事
務

局
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
送
信
し
て
く

だ
さ
い 

㈠
必
要
な
支
援
の
内
容
、 

㈡
支
援
が
必
要
な
場
所 

㈢
相
談
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
の
メ
ル

ア
ド
、
携
帯
電
話
番
号 

②
被
災
地
支
援
課
活
動
協
力
員
あ
て
に

メ
ー
ル
で
、
協
力
要
請 

③
社
会
福
祉
士
会
各
部
会
員
へ
メ
ー
ル

で
状
況
報
告
の
依
頼 

▼
九
月
十
二
日 

①
被
災
地
の
社
会
福
祉
士
か
ら
も
現
地

の
被
害
状
況
の
大
き
さ
の
報
告
が
あ
る 

②
会
員
が
被
災
地
に
入
り
状
況
確
認 

テ
レ
ビ
等
で
報
道
さ
れ
て
い
る
状
況
以

上
に
被
害
は
大
き
く
、
被
災
者
へ
の
支

援
が
必
要
な
様
子
を
把
握 

▼
九
月
十
三
日 

災
害
対
策
本
部
会
議 

 

以
後
は
地
域
ご
と
の
動
き
の
概
況 

 

●
鋸
南
町 

・
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
立
上

げ
に
参
加
、
運
営
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
継

続
的
に
会
員
を
派
遣 

・
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ
の

相
談
が
少
な
い
地
域
へ
ニ
ー
ズ
調
査
、

チ
ラ
シ
の
配
布 

・
関
係
機
関
と
の
調
整
の
伴
走
型
支
援 

 
 

 

 
 

 

●
多
古
町 

・
行
政
と
連
携
し
高
齢
者
の
安
否
確
認 

・
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
立
上

げ
に
参
加
、
運
営
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
継

続
的
に
会
員
を
派
遣 

 
 

 

●
富
津
市 

・
市
内
重
度
障
害
児
者
と
被
災
の
激
し

か
っ
た
地
域
の
全
戸
を
ロ
ー
ラ
ー
調
査

（
千
葉
県
障
害
者
相
談
事
業
所
協
会
、

千
葉
県
精
神
障
害
者
事
業
所
協
会
、
千

葉
県
生
活
困
窮
者
実
務
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
、M

S
W

協
会
、P

S
W

協
会
、
中
核

セ
ン
タ
ー
連
絡
協
議
会
、
千
葉
市
役
所

福
祉
会
）
と
協
力
。
調
査
員
を
継
続
的

に
派
遣 

 
 

 

●
館
山
市 

・
関
係
機
関
と
の
調
整
の
伴
走
型
支
援 

・
２
週
目
の
三
連
休
に
向
け
た
受
入
れ

体
制
づ
く
り
の
サ
ポ
ー
ト 

P
S

W

協
会
等
の
専
門
職
と
協
力
。
訪

問
ニ
ー
ズ
調
査
と
災
害
ボ
ラ
セ
ン
チ
ラ

シ
配
布 

 

屋根被害のブルーシート応急処置 

災害ゴミの集積所 
ビニールハウスの補修 

倒木、倒れる電柱 ローラー訪問によるニーズ調査 
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地
域
集
会
と
は 特集 

      

平
成
二
十
年
度
に
、
県
内
を
十
四
の

地
区
割
に
整
理
し
各
地
区
に
世
話
人
を

配
置
し
て
、
各
地
区
で
地
域
集
会
を
始

め
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
十
年
以
上
が
経

過
し
、
地
域
で
活
動
し
て
い
る
社
会
福

祉
士
も
入
れ
替
わ
っ
て
い
ま
す
。 

昨
年
度
は
七
地
区
で
延
二
十
回
開
催

さ
れ
、
参
加
者
は
四
百
名
以
上
と
な
り

前
年
度
を
上
回
っ
て
い
ま
す
が
、
開
催

し
て
い
な
い
地
域
も
あ
り
ま
す
。 

そ
こ
で
、
今
年
度
、
拡
大
地
域
集
会

を
企
画
し
、
社
会
福
祉
士
が
地
元
で
必

要
と
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
、
そ
の
た

め
に
は
ど
ん
な
企
画
が
必
要
な
の
か
ア

イ
デ
ア
を
交
換
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

 地
域
集
会
の
目
的 

（
１
）
福
祉
職
従
事
者
と
顔
の
見
え
る

関
係
を
築
き
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築 

（
２
）
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
各
々
の
業
務

の
円
滑
な
遂
行
に
反
映
し
、
地
域
の
住

民
の
生
活
支
援
を
充
実
さ
せ
る 

地
域
集
会
は
、
こ
ん
な
こ
と
に
も
活
用

さ
れ
ま
す 

（
１
） 

職
場
外
や
他
分
野
の
福
祉
職
従

事
者
と
の
交
流
に
よ
る
、
意
欲
の
維
持 

向
上 

（
２
） 

福
祉
職
を
目
指
す
学
生
を
含
む

従
事
希
望
者
の
参
加
を
促
す
こ
と
で
、

人
材
の
確
保
、
ま
た
そ
の
就
労
を
多
角

的
に
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
体
制
作
り 

（
３
） 

会
員
募
集
及
び
入
会
希
望
者
へ

の
対
応 

（
４
） 
社
会
福
祉
士
会
の
Ｐ
Ｒ 

（
５
） 

会
員
や
入
会
希
望
者
か
ら
の
、

会
や
理
事
会
、
事
務
局
等
へ
の
意
見
の 

集
約 

 

地
域
集
会
の
内
容 

（
１
）
各
地
区
の
世
話
人
を
中
心
に
企

画
す
る 

（
２
）
内
容
は
自
由 

（
３
）
本
会
へ
の
要
望
、
職
場
や
地
元

に
お
け
る
社
会
福
祉
士
あ
る
い
は
福
祉

を
取
り
巻
く
状
況
、
公
益
活
動
の
可
能

性
に
つ
い
て
考
え
る
場
と
す
る
こ
と
。

若
し
く
は
地
域
に
お
け
る
研
修
活
動
を

行
う
場
と
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い 

（
４
）
集
会
の
開
催
に
よ
り
、
会
員
の

加
入
促
進
を
図
る 

（
例
） 

〇
福
祉
な
ん
で
も
相
談
室 

〇
参
加
者
の
サ
イ
コ
ロ
ト
ー
ク 

〇
事
例
検
討 

〇
施
設
見
学 

〇
研
修 

・
地
域
医
療 

・
遺
言
、
相
続 

・
福
祉
信
託 

・
重
度
障
が
い
者
の
療
養
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム 

・
依
存
症 

・
生
活
困
窮
世
帯 

・
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症
（
Ａ
Ｌ
Ｓ
） 

 

・
性
暴
力
、
性
犯
罪
被
害
者
支
援 

・
家
族
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ 

                  

世
話
人
か
ら
の
申
請
に
基
づ
き
、
開
催

費
用
を
社
会
福
祉
士
会
が
補
助
し
ま
す 

（
１
）
会
員
宛
の
開
催
案
内
を
送
付
す

る
に
あ
た
り
、
地
区
在
住
、
在
勤
の
会

員
の
人
数
分
の
切
手
と
宛
名
の
タ
ッ
ク 

シ
ー
ル 

（
２
）
会
場
使
用
料
実
費
補
助
（
一
回

当
た
り
５
，
０
０
０
円
を
限
度
） 

（
３
）
講
師
謝
礼
実
費
補
助
（
一
回
当

た
り
１
０
，
０
０
０
円
を
限
度
） 

（
４
）
チ
ラ
シ
、
案
内
文
、
資
料
の
印

刷
代 

（
一
回
当
た
り
５
，
０
０
０
円
を
限
度
）  

  

県内の各地域で、地域集会が開かれています。

そこでは、熱い想いを持った社会福祉士と出会

うことができます。参加対象も、地域限定せず

に参加できる地域集会が多いです。最新の地域

集会の開催情報をホームページでチェックし

てみてください。 

 

総
務
委
員
長 

山
口 

利
史 

（
や
ま
ぐ
ち 

と
し
ふ
み
） 
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令
和
元
年
度 

第
一
回 

地
域
集
会 

佐
倉
・
四
街
道
・
八
街
地
区 

       

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

七
月
二
〇
日
土
曜
日
に
令
和
元
年
一

回
目
の
地
域
集
会
を
お
こ
な
っ
た
。
こ

れ
ま
で
佐
倉
市
で
開
催
す
る
こ
と
が
多

か
っ
た
私
達
の
地
域
集
会
で
あ
っ
た
が
、

今
回
は
は
じ
め
て
四
街
道
市
で
の
開
催

と
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

 

私
達
の
地
区
の
地
域
集
会
は
、
お
お

よ
そ
年
に
三
回
程
度
お
こ
な
っ
て
お
り
、

地
域
世
話
人
を
は
じ
め
、
五
～
六
名
の

協
力
ス
タ
ッ
フ
と
運
営
を
お
こ
な
っ
て

い
る
。
毎
回
ス
タ
ッ
フ
が
そ
れ
ぞ
れ
「
最

近
気
に
な
る
こ
と
」
や
「
自
分
が
学
ん

で
き
て
良
か
っ
た
こ
と
」
な
ど
を
テ
ー

マ
に
講
師
を
選
定
し
、
勉
強
と
会
員
同

士
の
交
流
を
兼
ね
た
地
域
集
会
を
お
こ

な
っ
て
き
た
。 

 

今
回
は
、
私
達
が
支
援
を
行
う
中
で

出
会
う
こ
と
も
多
い
依
存
症
に
つ
い
て
、

特
に
ア
ル
コ
ー
ル
と
ギ
ャ
ン
ブ
ル
の
分

野
の
講
師
を
お
呼
び
し
、
知
識
や
、
実

体
験
に
基
づ
く
回
復
へ
の
道
の
り
な
ど

を
学
ぶ
機
会
と
す
る
こ
と
が
出
来
た
。 

講
師
に
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ａ
Ｓ
Ｋ
の
認
定

講
師
の
方
を
二
名
迎
え
た
。 

 

第
一
部
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
に

つ
い
て
の
講
義
で
あ
っ
た
。
講
師
は
こ

れ
ま
で
子
供
の
居
場
所
つ
く
り
に
尽
力

さ
れ
て
こ
ら
れ
方
で
、
実
践
を
行
う
中

で
の
実
感
と
し
て
、
支
援
が
必
要
な
子

ど
も
の
中
に
、
低
年
齢
か
ら
ア
ル
コ
ー

ル
に
親
し
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
子
供
が

確
か
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
話
さ
れ

て
い
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
に
陥
り
や
す
い
諸

問
題
に
つ
い
て
の
講
義
で
は
、
問
題
飲

酒
に
つ
な
が
る
割
合
は
、
飲
み
始
め
の

年
齢
が
早
け
れ
ば
早
い
ほ
ど
高
ま
る
こ

と
。
ま
た
、
飲
み
は
じ
め
る
き
っ
か
け

と
し
て
、
親
の
飲
酒
習
慣
が
上
げ
ら
れ
、

家
に
お
酒
が
あ
る
こ
と
で
、
子
ど
も
に

と
っ
て
も
入
口
に
な
り
や
す
い
と
話
さ

れ
て
い
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

ま
た
ア
ル
コ
ー
ル
が
他
の
薬
物
な
ど

依
存
症
物
質
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
に
な
り

や
す
い
こ
と
も
話
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

印
象
に
残
っ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

他
に
、
現
在
で
は
処
方
薬
や
総
合
感

冒
薬
の
依
存
症
や
、
カ
フ
ェ
イ
ン
ド
リ

ン
ク
（
エ
ナ
ジ
ー
ド
リ
ン
ク
）
の
依
存

症
な
ど
身
近
な
リ
ス
ク
に
つ
い
て
も
話

さ
れ
、
私
達
の
身
の
回
り
に
あ
る
依
存

症
の
リ
ス
ク
に
つ
い
て
多
く
の
学
び
を

得
る
こ
と
が
で
き
た
。 

第
二
部
で
は
、
Ａ
Ｓ
Ｋ
認
定
講
師
で

あ
り
、
自
身
が
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
か

ら
の
回
復
者
で
あ
る
佐
伯
徹
氏
を
迎
え
、

自
身
の
体
験
を
踏
ま
え
た
ギ
ャ
ン
ブ
ル

依
存
症
に
つ
い
て
の
講
義
を
頂
く
こ
と

が
で
き
た
。 

佐
伯
氏
は
自
身
の
生
い
立
ち
や
こ
れ

ま
で
の
歩
み
に
つ
い
て
も
話
さ
れ
、
幼

少
の
こ
ろ
か
ら
親
戚
が
集
ま
っ
て
麻
雀

を
お
こ
な
っ
て
い
た
事
、
小
学
生
の
こ

ろ
に
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
の
コ
イ
ン
ゲ
ー

ム
に
は
ま
っ
て
い
た
事
な
ど
、
ギ
ャ
ン

ブ
ル
に
対
し
て
の
垣
根
が
低
か
っ
た
こ

と
を
話
さ
れ
て
い
た
。 

「
依
存
」
か
ら
の
回
復
に
向
か
っ
た

き
っ
か
け
に
つ
い
て
は
、
子
供
か
ら
「
お

父
さ
ん
は
ど
う
せ
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
止
め

ら
れ
な
い
。
ま
た
続
け
ち
ゃ
う
よ
」
と

言
わ
れ
、
布
団
に
く
る
ま
り
泣
か
れ
た

こ
と
が
「
底
つ
き
体
験
」
と
な
っ
た
こ

と
と
、
自
助
グ
ル
ー
プ
Ｇ
Ａ
（
ギ
ャ
ン

ブ
ラ
ー
ズ
・
ア
ノ
ニ
マ
ス
）
の
参
加 

に
繋
が
っ
た
こ
と
が
大
き
い
と
話
さ
れ

て
い
た
。 

ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
は
何
年
止
め
て

い
て
も
、
一
度
再
開
す
れ
ば
ま
た
依
存

症
の
状
態
に
戻
っ
て
し
ま
う
こ
と
、「
今

日
一
日
だ
け
止
め
る
こ
と
を
日
々
続
け

る
」
し
か
回
復
の
方
法
が
な
い
こ
と
を

話
さ
れ
、
そ
の
為
に
Ｇ
Ａ
に
参
加
す
る

こ
と
が
と
て
も
役
に
立
っ
て
い
る
と
話

さ
れ
て
い
た
。 

佐
伯
氏
に
と
っ
て
、
Ｇ
Ａ
と
は
「
（
空

白
の
時
間
が
あ
れ
ば
）
ギ
ャ
ン
ブ
ル
に

向
か
っ
て
し
ま
う
時
間
を
有
意
義
に
過

ご
せ
る
時
間
」
で
あ
り
、「
仲
間
と
経
験

を
わ
か
ち
あ
い
、
嘘
を
つ
か
な
く
て
良

い
場
」
で
あ
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。 

 

Ｇ
Ａ
は
千
葉
県
内
に
一
〇
か
所
存
在

し
て
い
る
。
全
て
の
会
場
で
は
な
い
が
、

Ｇ
Ａ
は
オ
ー
プ
ン
な
場
で
あ
る
為
、
支

援
者
の
参
加
も
可
能
だ
。
興
味
を
持
た

れ
た
方
は
是
非
検
索
し
て
み
て
欲
し
い
。 

 

社
会
福
祉
法
人
愛
光 

障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー 

ア
シ
ス
ト 

相
談
支
援
専
門
員 

古
澤 

充
健 

（
ふ
る
さ
わ 

み
つ
た
け
） 
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千
葉
県
社
会
福
祉
士
会
の
「
地
域
集

会
」
に
参
加
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か

？ 

県
内
を
十
四
地
区
に
区
分
し
、
当
該

地
区
で
活
動
し
て
い
る
会
員
や
福
祉
関

係
者
な
ど
と
顔
の
見
え
る
関
係
や
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
「
地
域
集
会
」
の
開
催
を
推
進
し

て
い
ま
す
。 

昨
年
度
は
七
地
区
で
計
二
十
回
、
一

回
あ
た
り
平
均
二
三
名
が
参
加
さ
れ
ま

し
た
。 

地
域
集
会
の
運
営
を
担
う
の
は
各
地

区
で
世
話
人
と
呼
ば
れ
る
会
員
の
皆
様

方
と
な
り
ま
す
が
、
当
会
で
は
世
話
人

さ
ん
の
協
力
者
も
募
集
し
て
い
ま
す
。 

地
区
に
よ
っ
て
は
、「
参
加
者
が
固
定

化
さ
れ
た
」「
新
し
い
人
が
集
ま
ら
な
い

」
「
ネ
タ
が
尽
き
た
」
「
マ
ン
ネ
リ
化
し

て
い
る
」
と
い
う
意
見
や
、
そ
も
そ
も

開
催
ま
で
至
ら
な
い
、
と
い
っ
た
話
が

聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

地
域
集
会
を
管
轄
す
る
企
画
部
会
と

し
て
は
、
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る

た
め
、
既
存
の
世
話
人
さ
ん
だ
け
で
な

く
、
地
区
の
会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
も
ひ

ろ
く
意
見
を
聞
く
べ
き
と
考
え
ま
し
た
。 

そ
こ
で
県
内
の
世
話
人
さ
ん
に
加
え
、

各
地
区
で
活
動
さ
れ
て
い
る
会
員
の
皆

さ
ん
も
対
象
に
し
た
「
拡
大
地
域
集
会

」
と
い
う
企
画
を
提
案
い
た
し
ま
し
た
。 

世
話
人
だ
け
で
意
見
交
換
を
す
る
世

話
人
会
と
い
う
の
も
あ
り
ま
す
が
、
拡

大
地
域
集
会
で
は
世
話
人
に
加
え
て
各

地
区
の
会
員
に
も
参
加
を
促
し
、
各
種

情
報
交
換
や
地
域
集
会
の
意
義
・
開
催

方
法
、
世
話
人
の
役
割
の
見
直
し
な
ど

を
話
し
合
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

社
会
福
祉
士
及
び
福
祉
関
係
者
と
の

新
た
な
つ
な
が
り
や
関
係
の
強
化
、
地

域
や
組
織
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
に
も
、

こ
の
拡
大
地
域
集
会
へ
是
非
ご
参
加
く

だ
さ
い
。 

福
祉
へ
の
熱
い
心
を
お
持
ち
で
あ
れ

ば
ど
な
た
で
も
歓
迎
い
た
し
ま
す
。 

  

 

初
め
ま
し
て
。
私
は
、
市
原
地
区
で

世
話
人
を
し
て
い
ま
す
。
世
話
人
に
な

っ
た
の
は
、
平
成
二
七
年
頃
だ
っ
た
か

と
思
い
ま
す
。
十
年
程
前
に
社
会
福
祉

士
に
合
格
し
、
合
格
し
た
だ
け
で
満
足

し
て
い
た
私
で
し
た
が
、
お
世
話
に
な

っ
て
い
た
当
時
、
世
話
人
を
さ
れ
て
い

た
社
会
福
祉
士
の
先
輩
か
ら
の
勧
め
も

あ
り
、
地
域
集
会
に
参
加
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。 

私
は
、
知
的
障
害
者
の
入
所
施
設
で

支
援
員
と
し
て
現
場
で
ず
っ
と
働
い
て

お
り
、
打
ち
明
け
て
言
う
と
、
仕
事
上

で
は
、
他
分
野
の
方
々
と
接
す
る
機
会

が
な
く
て
も
実
は
困
っ
て
い
な
か
っ
た

の
で
、
あ
ま
り
、
地
域
集
会
に
対
し
て

も
、
自
分
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し

て
と
い
う
よ
り
は
、
ち
ょ
っ
と
興
味
本

位
で
参
加
し
た
こ
と
が
始
ま
り
で
し
た
。

初
め
て
参
加
し
た
地
域
集
会
で
、
障
害

以
外
の
分
野
の
方
々
と
話
を
し
て
い
る

う
ち
に
、
今
ま
で
、
自
分
が
と
て
も
小

さ
な
世
界
で
満
足
し
て
い
た
こ
と
を
痛

感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
行
政
の
方
々
の

考
え
方
、
成
年
後
見
人
の
方
の
話
、
高

齢
分
野
や
医
療
分
野
で
働
く
方
々
の
意

見
は
と
て
も
興
味
深
く
、
自
分
の
仕
事

に
も
繋
が
る
こ
と
が
実
は
た
く
さ
ん
あ

る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

地
域
集
会
に
は
、
色
々
な
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
こ
と
を
知
っ
た
後
は
、
ほ
ぼ
毎
回

参
加
さ
せ
て
も
ら
い
、
色
々
な
刺
激
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

平
成
二
七
年
、
前
任
の
世
話
人
か
ら

「
地
域
集
会
の
世
話
人
を
や
っ
て
み
な

い
か
」
と
言
わ
れ
、
自
分
な
ん
か
に
で

き
る
の
か
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

年
二
回
程
度
、
初
め
は
前
世
話
人
に
相

談
し
な
が
ら
、
な
ん
と
か
企
画
を
立
て
、

周
囲
に
呼
び
か
け
、
地
域
集
会
を
開
催

し
て
い
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
最
近
は
、

自
分
の
仕
事
の
忙
し
さ
も
あ
り
、
次
の

企
画
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
一
年

間
開
催
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。「
や
ら
な

き
ゃ
」
と
思
う
反
面
、
地
域
集
会
に
参

加
し
て
く
れ
る
方
は
何
を
望
ん
で
い
る

の
だ
ろ
う
。
ど
う
し
た
ら
地
域
集
会
が

活
性
化
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
、
参
加
し
て

良
か
っ
た
と
思
え
る
に
は
ど
う
し
た
ら

良
い
の
だ
ろ
う
、
人
が
集
ま
ら
な
か
っ

た
ら
ど
う
し
よ
う
と
悩
む
日
々
で
し
た
。

拡
大
地
域
集
会 

に
ご
参
加
下
さ
い 

岡
本 

武
志 

（
お
か
も
と 

た
け
し
） 

世
話
人
を
引
き
継
い
で 

 

床
井 

祐
介 

（
と
こ
い 

ゆ
う
す
け
） 

【
日
時
】
十
二
月
十
五
日
（
日
） 

二
時~

四
時 

【
場
所
】
千
葉
市
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
五
階
美
術
視
聴
覚
室

（
千
葉
市
中
央
区
中
央
港2

-
1

） 

モ
ノ
レ
ー
ル
市
役
所
駅
前
直
結 

【
対
象
】
会
員
の
皆
様 

【
申
し
込
み
】
事
務
局
へ
メ
ー
ル 
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福
祉
士
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
他
地

区
が
定
期
的
に
地
区
集
会
を
開
催
し
て

い
る
の
を
知
り
、
焦
り
ば
か
り
が
募
っ

て
い
き
ま
し
た
。
誰
か
に
世
話
人
を
譲

っ
て
し
ま
お
う
か
と
も
考
え
ま
し
た
。 

そ
ん
な
時
、
『
大
人
の
文
化
祭
』
で
、

他
地
区
の
社
会
福
祉
士
の
方
々
と
話
を

し
、
も
う
一
度
世
話
人
と
し
て
地
域
集

会
に
向
き
合
い
、
地
域
集
会
を
開
く
勇

気
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

市
原
市
は
面
積
が
広
く
、
工
業
地
域

か
ら
農
村
地
域
、
新
興
住
宅
街
も
多
い

市
で
す
。
現
在
、
市
原
地
区
の
在
住
、

在
勤
の
名
簿
上
だ
と
八
十
人
近
く
い
ま

す
が
、
私
が
地
域
集
会
で
関
わ
れ
た
の

は
三
十
人
程
度
で
し
ょ
う
か
。
ま
だ
ま

だ
、
出
会
え
て
い
な
い
方
々
も
多
く
い

ま
す
。 

自
身
や
参
加
者
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
、

情
報
交
換
、
人
脈
作
り
、
ち
ょ
っ
と
し

た
息
抜
き
場
所
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ア
ク
シ

ョ
ン
の
き
っ
か
け
等
の
一
つ
の
手
段
と

し
て
、
一
人
で
も
多
く
地
域
集
会
に
興

味
が
持
て
る
よ
う
に
、
今
後
も
、
支
え

て
い
け
た
ら
い
い
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

         

 

 

 

 

「
地
域
集
会
、
開
催
す
る
ぞ
！
」
と

決
意
し
た
の
は
、
今
年
の
六
月
下
旬･

･
･

世
話
人
に
な
っ
て
か
ら
、
一
年
以
上
の

月
日
が
経
っ
た
頃
で
し
た
。
地
域
集
会

の
開
催
に
消
極
的
だ
っ
た
私
が
、
そ
う

思
え
た
の
は
、
手
を
引
き
、
背
中
を
押

し
て
く
れ
た
仲
間
た
ち
と
世
話
人
Ｓ
さ

ん
、
そ
し
て
社
会
福
祉
士
会
の
活
動

（
『
茂
の
話
』
、『
大
人
の
文
化
祭
』
、『
総

会
』
、
『
委
員
会
活
動
』
等
々
）
を
通
じ

て
出
会
っ
た
理
事
の
方
々
や
会
員
さ
ん

を
は
じ
め
と
す
る
『
地
域
集
会
の
達
人
』

の
皆
様
の
存
在
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。 

会
の
活
動
へ
の
参
加
を
通
し
て
出
会

っ
た
人
達
と
「
も
っ
と
色
ん
な
こ
と
を

話
し
た
い
」
と
思
い
、
地
域
集
会
開
催

へ
の
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
が
、
順

風
満
帆
と
は
行
か
ず
、
色
々
と
頭
を
悩

ま
せ
て
い
ま
し
た
。 

千
葉
地
区
の
特
性
も
あ
り
、
発
起
人

の
勤
務
地
が
、
三
つ
の
エ
リ
ア
に
ま
た

が
っ
て
い
る
こ
と
と
既
に
活
動
を
し
て

い
る
緑
区
の
人
と
も
繋
が
る
に
は
ど
う

し
た
ら
よ
い
か
。
も
う
一
つ
は
、
多
く

の
人
に
情
報
を
届
け
る
た
め
の
チ
ラ
シ

が
膨
大
な
量
と
な
る
こ
と
で
、
そ
の
負

担
を
誰
が
負
う
の
か
。 

そ
こ
で
、『
地
域
集
会
の
達
人
』
に
相

談
を
し
、
解
決
の
た
め
の
ヒ
ン
ト
や
多

大
な
る
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
無
事
に

開
催
に
こ
ぎ
つ
け
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
自
分
た
ち
だ
け
で
抱
え
込
ま
な
い

こ
と
が
本
当
に
大
事
だ
と
思
い
ま
し
た
。

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

私
は
、
社
会
福
祉
士
同
士
で
話
し
を

す
る
と
、
自
分
の
足
下
が
固
ま
り
、
日

頃
の
支
援
や
活
動
の
中
で
迷
っ
た
時
に

踏
ん
張
れ
た
り
、
進
む
方
向
が
見
え
た

り
す
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
地
域
集
会

が
そ
ん
な
場
の
一
つ
に
な
っ
た
ら
い
い

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
記
事
を
読
ん
で
く
だ
さ
っ
た
あ

な
た
、
是
非
地
域
集
会
の
門
を
た
た
い

て
み
て
く
だ
さ
い
！
も
し
、
近
く
で
見

つ
か
ら
な
か
っ
た
ら
、
千
葉
の
地
域
集

会
へ
ど
う
ぞ
！
繋
が
り
ま
し
ょ
う
！ 

   

        

松
戸
市
で
開
催
さ
れ
た
「
福

祉

と

司

法

の

勉

強

会

ひ

ま

わ

り

ネ

ッ

ト
ワ
ー
ク
」
に
参
加
し
ま
し
た
。
こ

の
勉
強
会
は
定
期
的
に
開
催
さ
れ
て
お

り
、
今
回
は
通
算
し
て
第
二
十
五
回
と

の
こ
と
。
三
十
名
近
く
の
弁
護
士
や
福

祉
関
係
者
が
出
席
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
緊
急
一
時
宿
泊

所
」
と
い
う
こ
と
で
、
み
さ
と
法
律
事

務
所
の
吉
廣
慶
子
弁
護
士
に
よ
る
埼
玉

県
で
の
社
会
復
帰
支
援
委
託
事
業
に
つ

い
て
の
講
義
と
松
戸
市
に
あ
る
緊
急
一

時
宿
泊
所
「
金
木
犀
」
の
利
用
事
例
に

つ
い
て
、
中
核
地
域
セ
ン
タ
ー
ほ
っ
と

ね
っ
と
の
桑
田
良
子
氏
の
講
義
が
あ
り

ま
し
た
。 

地
域
集
会
、
始
め
ま
す
っ
！ 

※
点
と
線
発
行
の
頃
に
は
、
１
回
目
が 

無
事
に
開
催
さ
れ
て
い
る
予
定
で
す 

  
 
 

堀
江 

亜
希
子 

 
 
 

（
ほ
り
え 

あ
き
こ
） 

研
修
報
告
① ひ

ま
わ
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

福
祉
と
司
法
の
勉
強
会
に
参
加
し
て 

 

広
報
部
会 高

橋 

静
香 

（
た
か
は
し 

し
ず
か
） 
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吉
廣
弁
護
士
は
刑
事
事
件
・ 

貧
困

問
題
を
専
門
と
し
、「
司
法
か
ら
福
祉
へ

の
繋
ぎ
の
制
度
化
」
に
向
け
て
活
動
し
、

シ
ェ
ル
タ
ー
（
社
会
復
帰
支
援
委
託
援

助
制
度
）
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
様
々

な
事
情
に
よ
っ
て
触
法
し
た
と
し
て
も
、

シ
ェ
ル
タ
ー
を
活
用
し
、
当
人
の
こ
れ

か
ら
の
人
生
を
司
法
や
福
祉
の
専
門
職

と
共
に
考
え
て
、
生
活
再
建
を
目
指
す

こ
と
が
で
き
た
事
例
を
紹
介
頂
き
ま
し

た
。 

 

吉
廣
先
生
は
一
見
、
優
し
く
大
人
し

い
イ
メ
ー
ジ
の
女
性
で
し
た
が
、
懇
親

会
で
は
日
本
酒
を
飲
み
な
が
ら
こ
の
取

り
組
み
を
全
国
に
広
め
た
い
、
と
力
強

く
熱
く
語
っ
て
お
り
、
と
て
も
頼
も
し

い
先
生
で
し
た
。 

松
戸
市
の
桑
田
さ
ん
か
ら
説
明
頂
い

た
「
金
木
犀
」
は
、
埼
玉
県
の
事
業
を

モ
デ
ル
に
し
て
設
置
さ
れ
た
施
設
で
す
。

触
法
の
方
だ
け
で
な
く
、
Ｄ
Ｖ
や
様
々

な
事
情
で
住
居
確
保
が
困
難
だ
っ
た
り
、

他
の
支
援
が
見
つ
か
ら
な
い
人
等
も
利

用
し
て
お
り
、
建
物
の
所
在
地
は
公
開

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
入
居
に
あ
た
り
支

援
者
・ 

弁
護
士
、
福
祉
関
係
者
等
）

は
、
入
居
の
申
し
込
み
と
同
時
に
入
居

判
定
会
議
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
今

後
の
支
援
方
針
等
は
支
援
者
が
責
任
を

も
っ
て
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
金
木
犀
は
、
そ
こ
で
生
活
を
し
な

が
ら
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
移
る
た
め
の

準
備
の
場
所
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。 

日
頃
、
業
務
の
中
で
、
ど
う
し
て
も

福
祉
だ
け
で
は
解
決
出
来
な
い
こ
と
が

多
々
あ
り
、
司
法
と
福
祉
の
密
接
な
繋

が
り
の
重
要
性
を
実
感
し
ま
す
。
今
回
、

こ
の
勉
強
会
に
参
加
し
驚
い
た
の
は
、

弁
護
士
の
方
が
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
勉
強

会
や
懇
親
会
の
席
で
お
互
い
の
経
験
や

疑
問
を
ぶ
つ
け
て
い
る
光
景
を
拝
見
し
、

と
て
も
心
強
く
思
い
ま
し
た
。
社
会
福

祉
士
の
自
己
研
鑽
と
し
て
、
様
々
な
勉

強
会
に
参
加
し
、
色
々
な
分
野
で
活
躍

さ
れ
て
い
る
方
と
出
会
い
、
刺
激
を
受

け
、
繋
が
れ
る
こ
と
が
自
分
の
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
に
繋
が
る
と
い
う
こ
と
を
実

感
し
た
ひ
と
時
で
し
た
。 

                  毎
年
各
県
で
行
わ
れ
る
全
国
大
会
の

案
内
が
届
く
度
、
「
ど
ん
な
も
ん
だ
ろ

か
」
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
我
が

千
葉
県
の
お
隣
、
茨
城
県
に
て
開
催
さ

れ
る
と
あ
っ
て
（
私
の
出
身
県
で
も
あ

り
ま
し
て
）
、
こ
れ
は
ま
た
と
な
い
チ
ャ

ン
ス
！
と
い
う
訳
で
社
会
福
祉
士
の
仲

間
達
と
声
掛
け
合
い
、
初
め
て
参
加
し

ま
し
た
。 

会
場
は
つ
く
ば
国
際
会
議
場
、
非
常

に
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
な
街
並
み
に
八
割

方
旅
行
気
分
は
否
め
ま
せ
ん
。 

会
場
外
に
は
福
祉
関
連
の
物
産
品
や

書
籍
の
ブ
ー
ス
が
ズ
ラ
リ
。
い
つ
ぞ
や

の
ガ
イ
ア
の
夜
明
け
で
取
り
上
げ
ら
れ

た
サ
ザ
コ
ー
ヒ
ー
も
出
店
し
て
い
ま
し

た
が
長
蛇
の
列…

。 

初
日
は
会
場
入
り
に
少
し
遅
れ
、
開

会
は
や
や
見
逃
し
ま
し
た
が
、
厚
生
労

働
省
社
会
・
援
護
局
社
会
福
祉
専
門
官

の
道
念
由
紀
氏
か
ら
、
地
域
共
生
社
会

実
現
の
為
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
福
祉
士

の
役
割
と
期
待
を
ご
講
演
い
た
だ
き

（
経
歴
に
葵
の
園
勤
務
の
記
載
が
あ
り
、

私
と
同
グ
ル
ー
プ
と
勝
手
に
親
近
感
を

感
じ
る
）
、
続
い
て
兵
庫
県
立
大
学
環
境

人
間
学
部
准
教
授
、
竹
端
寛
氏
の
『
当

た
り
前
を
ひ
っ
く
り
返
す
～
私
か
ら
始

ま
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ー
ク
～
』
と
題

さ
れ
た
基
調
講
演
。
現
行
制
度
や
サ
ー

ビ
ス
、
支
援
計
画
の
中
で
「 

当
た
り

前
」
の
型
に
ハ
メ
た
支
援
に
陥
っ
て
い

る
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
（
以
下
Ｓ
Ｗ
）

に
、
ま
ず
「
仕
方
な
い
」
「 

ど
う
せ
」

「
当
た
り
前
」
と
思
い
込
ん
で
い
る
こ

と
を
、
自
分
達
が
批
判
的
に
捉
え
ひ
っ

く
り
返
す
必
要
が
あ
る
こ
と
、
病
名
や

精
神
疾
患
、
受
刑
者
や
ホ
ー
ム
レ
ス…

ラ
べ
リ
ン
グ
し
て
し
ま
い
が
ち
な
Ｓ
Ｗ

に
、「 

そ
の
人
本
人
の
苦
悩
・ 

困
難

さ
と
向
き
合
え
て
い
る
か
、
共
に
考
え

合
う
こ
と
は
で
き
て
い
る
か
、
諦
め
や

第
二
十
七
回
日
本
社
会
福
祉
士
会 

全
国
大
会
・
社
会
福
祉
士
学
会 

（
茨
城
大
会
）
に
参
加
し
て 

 社
会
福
祉
法
人
真
和
会 

ケ
ア
ハ
ウ
ス
四
季
の
里 

生
活
相
談
員 

岩
間 

太
一
（
い
わ
ま 

た
い
ち
） 

研
修
報
告
② 
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抑
圧
さ
れ
て
き
た
声
な
き
声
に
耳
を
傾

け
て
い
る
か
、
そ
こ
か
ら
社
会
の
当
た

り
前
は
ひ
っ
く
り
返
す
こ
と
が
で
き

る
」
と
い
う
こ
と
を
、
関
西
出
身
な
ら

で
は
の
軽
快
な
ト
ー
ク
で
お
話
し
く
だ

さ
い
ま
し
た
。 

Ｓ
Ｗ
と
し
て
き
ち
ん
と
働
く
と
は
？

困
難
ケ
ー
ス
の
困
難
と
は
一
体
誰
に
と

っ
て
の
困
難
？
ケ
ア
プ
ラ
ン
や
相
談
対

応
の
マ
シ
ー
ン
に
な
っ
て
な
い
？
納
得

で
は
な
く
説
得
に
な
っ
て
な
い
？
な
ど
、

グ
サ
グ
サ
ッ
と
刺
さ
る
講
演
で
、「
と
も

に
」
と
い
う
言
葉
、
「
枠
組
み
を
外
す
」

と
い
う
言
葉
が
強
く
心
に
残
り
ま
し
た
。 

そ
の
後
は
基
調
講
演
の
竹
端
氏
が
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
な
り
、
Ｍ
Ｓ
Ｗ
・ 

Ｓ
Ｓ
Ｗ
・
保
護
観
察
官
・ 

市
障
害
福

祉
課
と
し
て
働
く
社
会
福
祉
士
と
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
こ
こ
で
も
竹
端
氏
は
キ

レ
ッ
キ
レ
の
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
を
展

開
）
で
一
日
目
は
終
了
。 

そ
の
後
会
場
を
後
に
し
よ
う
と
す
る

と
「
あ
の…

」
と
声
を
掛
け
ら
れ
、
よ

く
見
る
と
な
ん
と
高
校
の
同
級
生
と
再

会
。
ケ
ア
マ
ネ
と
し
て
働
い
て
い
る
そ

う
。
そ
ん
な
こ
ん
な
で
一
日
目
は
帰
路

に
着
き
ま
す
。 

二
日
目
は
学
会
へ
突
入
。
地
域
支
援
、

生
活
構
造
・ 

相
談
援
助
、
権
利
擁
護
・

福
祉
経
営
、
実
践
研
究
な
ど
な
ど
の
分

科
会
で
会
場
が
分
か
れ
て
い
る
た
め
、

仲
間
達
も
そ
れ
ぞ
れ
興
味
の
あ
る
会
場

へ
。 私

は
茨
城
特
別
分
科
会
の
「
当
事
者

か
ら
学
ぶ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
」
を
選

択
。
社
会
福
祉
士
の
倫
理
綱
領
や
行
動

規
範
に
お
い
て
「
利
用
者
本
位
」
の
原

則
が
明
言
さ
れ
て
い
る
が
、
果
た
し
て

我
々
は
当
事
者
か
ら
見
て
「
利
用
者
本

位
」
と
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
と
い

う
内
容
。 

当
事
者
は
四
名
。
波
乱
万
丈
、
紆
余

曲
折
を
経
て
、
大
人
に
な
っ
て
子
ど
も

の
頃
の
事
故
に
よ
る
高
次
脳
機
能
障
害

が
わ
か
っ
た
障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

入
居
者
と
、
知
的
障
害
の
一
人
暮
ら
し

の
方
、
ネ
グ
レ
ク
ト
で
児
童
養
護
施
設

入
所
経
験
者
、
認
知
症
高
齢
者
の
方
と

そ
の
奥
様
。
そ
れ
ぞ
れ
の
今
ま
で
の
歩

み
を
聞
き
な
が
ら
、「
利
用
者
側
に
は
選

択
肢
が
な
い
。
」
「
サ
ー
ビ
ス
は
必
要
だ

が
、
時
間
に
縛
ら
れ
る
の
が
嫌
。
」
「
自

立
自
立
と
言
っ
て
も
本
人
が
そ
の
気
に

な
っ
て
初
め
て
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立

つ
。
そ
こ
ま
で
伴
奏
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。
」
「
認
知
症
の
人
も
生

き
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
日

で
も
早
く
治
す
方
法
を
、
希
望
を
下
さ

い
。
そ
れ
ま
で
頑
張
っ
て
生
活
を
続
け

ま
す
。
」
「
対
応
を
求
め
て
い
る
の
で
は

な
く
、
話
を
聴
い
て
ほ
し
い
。
」
「
職
員

会
議
と
言
う
け
れ
ど
、
利
用
者
の
い
な

い
所
で
利
用
者
の
こ
と
を
決
め
な
い
で

ほ
し
い
。
」
「
相
談
で
き
る
職
員
と
で
き

な
い
職
員
を
利
用
者
も
見
て
い
る
。
」

「
家
族
の
環
境
を
変
え
な
い
と
虐
待
は

終
わ
ら
な
い
。
」
「
自
分
か
ら
は
手
を
伸

ば
せ
な
い
。
誰
が
手
を
差
し
出
す
か
が

問
題
。
」
「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
時
間
の
縛

り
や
家
族
同
伴
不
可
、
外
出
不
可
な
ど

臨
機
応
変
に
利
用
で
き
な
い
。
」…

皆
さ

ん
ど
う
で
し
ょ
う
か
？
こ
の
一
切
混
じ

り
っ
気
の
な
い
ス
ト
レ
ー
ト
な
言
葉
達
。

非
常
に
胸
に
刺
さ
り
ま
し
た
。
個
人
的

に
は
こ
の
言
葉
達
を
ど
の
よ
う
に
し
て

周
囲
に
伝
え
て
い
く
の
か
が
課
題
と
思

い
ま
し
た
。 

最
後
に
当
事
者
の
皆
様
か
ら
Ｓ
Ｗ
へ

の
期
待
の
言
葉
。「 

認
知
症
は
本
人
も

家
族
も
苦
し
い
。
笑
顔
や
話
を
聴
い
て

く
れ
る
こ
と
で
救
わ
れ
る
。
」
「 

支
援

す
る
側
と
さ
れ
る
側
が
真
剣
に
話
し
合

う
こ
と
で
新
し
い
道
が
開
か
れ
る
。
共

に
話
し
合
っ
て
ほ
し
い
。
」
「 

障
害
の

偏
見
が
な
い
社
会
を
作
っ
て
ほ
し
い
。
」

「
同
じ
人
間
と
し
て
関
わ
っ
て
ほ
し

い
。
」
「
要
望
は
我
儘
で
は
な
く
、
子
が

親
に
求
め
て
い
る
よ
う
な
も
の
。
利
用

者
で
は
な
く
家
族
の
よ
う
な
関
係
に
な

り
た
い
。
」…

う
～
ん
、
今
見
て
も
グ
ッ

と
く
る
。
皆
様
は
ど
う
感
じ
ま
し
た

か
？ そ

ん
な
中
、
前
述
の
同
級
生
と
話
し

て
い
る
と
、
共
に
参
加
し
て
い
た
包
括

の
方
が
実
は
高
校
の
先
輩
だ
っ
た
こ
と

が
発
覚
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
大
会
実
行

委
員
の
（
千
葉
県
の
後
見
研
修
で
一
緒

だ
っ
た
）
方
も
先
輩
だ
っ
た
こ
と
ま
で

わ
か
り
、
世
間
の
狭
さ
を
改
め
て
実
感
。 

最
後
に
東
北
福
祉
大
学
特
任
教
授
で
、

元
茨
城
県
高
萩
市
長
、
草
間
吉
夫
氏
の

記
念
講
演
。
児
童
福
祉
施
設
で
育
ち
な

が
ら
市
長
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
！
と
い
う

自
身
の
半
生
を
、
さ
す
が
代
議
士
と
感

じ
る
非
常
に
面
白
い
ト
ー
ク
で
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

私
事
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
二
日

間
だ
け
で
な
く
、
こ
の
二
年
間
ほ
ど
ず

っ
と
「
そ
の
人
の
本
当
の
気
持
ち
、
声

を
聴
け
て
い
る
の
か
」
と
い
う
こ
と
を

教
わ
り
続
け
て
き
た
気
が
し
ま
す
。
私

達
社
会
福
祉
士
に
と
っ
て
の
根
底
で
あ

り
、
や
や
も
す
れ
ば
忘
れ
て
し
ま
い
が

ち
な
こ
と
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
あ

る
尊
敬
す
る
先
生
か
ら
教
え
て
い
た
だ

い
た
、「
Ｓ
Ｗ
は
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
声

な
き
声
を
聴
き
、
そ
の
人
の
権
利
を
護

る
」
と
い
う
、
社
会
福
祉
士
っ
て
何
す

る
人
？
と
い
う
良
く
聞
か
れ
が
ち
な
質

問
の
一
つ
の
答
え
が
、
全
国
大
会
で
も

繰
り
返
し
「
必
要
だ
」
と
説
か
れ
た
気

が
し
ま
す
。
良
い
振
り
返
り
と
な
り
ま

し
た
。
茨
城
県
社
会
福
祉
士
会
の
皆
様
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

Ｐ.

Ｓ.
 

内
容
に
は
だ
い
ぶ
湾
曲
さ
れ

た
箇
所
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
も

っ
と
重
要
な
話
も
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。

気
に
な
る
方
は
是
非
全
国
大
会
へ
足
を

運
ば
れ
た
し
！ 
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「
地
域
共
生
社
会
」 

厚
生
労
働
省
が
こ
の
言
葉
を
掲
げ
る

あ
た
り
か
ら
、
地
域
の
力
へ
の
期
待
度

が
増
し
て
き
た
よ
う
に
思
う
。
一
方
で
、

地
域
活
動
者
や
自
治
会
関
係
者
か
ら
は

「
国
が
我
々
に
何
か
さ
せ
よ
う
と
し
て

い
る
」
と
い
う
声
を
聞
く
こ
と
も
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
地
域
住
民
に
「
地

域
共
生
社
会
」
を
、
ど
の
よ
う
に
説
明

す
る
か
。
そ
れ
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
の
私
へ
の
宿

題
と
な
っ
た
。
先
日
、
職
員
向
け
の
研

修
に
参
加
し
た
際
に
、
日
本
福
祉
大
学

の
原
田
正
樹
先
生
の
講
演
を
聴
講
す
る

機
会
を
い
た
だ
い
た
。
そ
こ
で
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
前
進
と
な
っ

た
善
意
銀
行
を
設
立
し
た
、
徳
島
県
社

会
福
祉
協
議
会
の
木
谷
宜
弘
先
生
の
言

葉
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
、
他
者
と
自

己
が
共
生
す
る
『
相
互
実
現
の
世
界
』

を
旅
す
る
旅
人
で
あ
る
」
に
立
ち
返
っ

た
際
に
、『
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
「
す
る
側
、

さ
れ
る
側
』
で
は
な
く
、
お
互
い
が
よ

り
よ
く
生
き
る
こ
と
。
相
互
実
現
が
で

き
る
地
域
（
ケ
ア
リ
ン
グ
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
）
づ
く
り
を
目
指
す
べ
き
」
と
い
う

原
田
先
生
の
講
義
を
聴
い
て
、「
地
域
共

生
社
会
」
の
あ
る
べ
き
姿
の
ヒ
ン
ト
が

見
え
た
気
が
し
た
。 

「
地
域
共
生
社
会
」
は
、「
相
互
実
現
」

で
き
る
社
会
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

相
互
に
「
支
え
あ
う
」
と
い
う
考
え
が

軸
に
な
る
。
一
方
で
、
支
え
あ
う
と
言

っ
て
も
、
病
気
や
貧
困
な
ど
の
生
活
課

題
を
も
つ
方
が
「
支
え
る
」
と
い
う
発

想
は
難
し
い
場
合
が
多
い
。
「
支
え
る
」

の
意
味
を
広
く
と
ら
え
る
必
要
が
あ
る
。 

 

過
去
に
災
害
支
援
の
た
め
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
赴
い
た
こ
と
が
あ
る
。

そ
こ
で
は
、
一
日
中
、
自
分
の
身
長
よ

り
も
高
い
と
こ
ろ
ま
で
汚
れ
た
粘
土
質

の
泥
を
ブ
ラ
シ
で
こ
す
る
よ
う
な
作
業

だ
っ
た
。
一
日
中
や
っ
て
も
泥
が
な
か

な
か
落
ち
ず
、
力
に
な
れ
な
い
自
分
に

も
ど
か
し
さ
を
感
じ
て
い
た
。
最
後
の

挨
拶
で
、
被
災
し
た
依
頼
者
よ
り
、「
昨

日
ま
で
「
こ
れ
か
ら
ど
う
や
っ
て
生
き

て
い
こ
う
」
と
、
お
先
が
ま
っ
く
ら
だ

っ
た
。
で
も
、
あ
な
た
達
が
、
私
の
た

め
に
来
て
く
れ
た
こ
と
で
、「
気
に
か
け

て
く
れ
る
人
が
い
る
」
と
テ
ン
シ
ョ
ン

が
上
が
り
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と

う
！
」
と
い
う
言
葉
を
頂
い
た
。
帰
り

の
電
車
で
は
、
う
れ
し
く
て
一
人
で
に

や
け
て
い
た
と
こ
ろ
を
目
の
前
の
女
子

高
生
に
怪
訝
な
顔
で
見
ら
れ
て
し
ま
っ

た
。
私
は
、
被
災
し
た
依
頼
者
の
力
に

な
れ
た
と
い
う
事
実
と
感
謝
の
言
葉
に

よ
っ
て
力
を
も
ら
っ
て
い
た
の
だ
。
こ

れ
も
一
つ
の
「
実
現
」
の
か
た
ち
で
あ

り
、
地
域
で
支
え
あ
う
た
め
に
は
、
支

え
る
側
の
「
や
っ
て
よ
か
っ
た
な
」
と

い
う
心
の
お
み
や
げ
が
な
い
と
続
け
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
考
え
が
根
底

に
あ
っ
て
こ
そ
、
本
当
の
意
味
で
の
「
地

域
共
生
社
会
」
の
実
現
が
あ
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

先
日
、
地
縁
団
体
に
よ
る
助
け
合
い

サ
ー
ビ
ス
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
さ
ん

よ
り
、
気
を
つ
け
て
い
る
こ
と
を
お
聞

き
し
た
と
こ
ろ
、「
依
頼
者
が
喜
ぶ
こ
と

と
協
力
者
が
『
や
っ
て
よ
か
っ
た
』
と

思
え
る
こ
と
を
意
識
し
て
い
る
」
と
い

う
言
葉
を
頂
い
た
。
そ
こ
で
は
、「
支
え

ら
れ
る
・
支
え
る
」
と
い
う
一
方
通
行

的
な
関
係
で
は
な
く
、「
や
っ
て
よ
か
っ

た
な
」
と
思
え
て
い
る
か
の
確
認
を
し

な
が
ら
、
お
互
い
に
実
現
で
き
る
関
係

を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
い
る
姿
が
見

え
た
。 

そ
の
よ
う
な
考
え
方
を
念
頭
に
お
い

た
地
域
支
援
を
す
る
た
め
、
私
自
身
の

知
識
、
技
術
、
人
間
力
の
自
己
研
鑽
を

今
後
も
続
け
て
い
き
た
い
。 

           

 

柏
市
社
会
福
祉
協
議
会 

瀧
澤 

孝
悦 

（
た
き
ざ
わ 

た
か
よ
し
） 

 
 コ

ラ
ム 

地
域
共
生
社
会
に
思
う 

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｘ 
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皆
さ
ん
、
は
じ
め
ま
し
て
。
前
々
回

九
十
九
号
の
松
島
さ
ん
か
ら
、「
み
ん
な

に
断
ら
れ
て
し
ま
っ
て…

」
と
困
り
果

て
た
様
子
で
回
っ
て
き
た
バ
ト
ン
を
お

預
か
り
し
た
、
そ
し
て
記
念
す
べ
き
前

回
の
百
号
で
寄
稿
さ
れ
た
神
山
さ
ん
の

後
輩
で
あ
る
四
街
道
市
社
会
福
祉
協
議

会
の
及
川
哲
と
申
し
ま
す
。 

 

私
は
、
平
成
二
七
年
度
か
ら
本
施
行

と
な
っ
た
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業

に
従
事
し
て
お
り
ま
す
。 

 

日
々
、
様
々
な
困
り
ご
と
や
不
安
を

抱
え
た
方
々
や
そ
の
ご
家
族
か
ら
相
談

を
承
り
、
「
こ
れ
で
良
い
の
だ
ろ
う
か
、

他
の
支
援
者
で
あ
れ
ば
、
も
っ
と
良
い

支
援
が
で
き
る
の
で
は…

」
と
悩
み
つ

つ
も
、
職
場
や
同
じ
事
業
を
し
て
い
る

支
援
者
に
支
え
ら
れ
日
々
前
進(

？)

し

て
お
り
ま
す
。 

恥
ず
か
し
な
が
ら
私
は
、
社
会
福
祉

士
の
資
格
を
取
得
し
た
の
は
、
つ
い
最

近
の
新
人
で
す
。 

大
学
を
卒
業
し
、
自
身
が
通
っ
た
幼

稚
園
で
教
諭
と
し
て
社
会
人
と
な
っ
た

頃
に
は
、
想
像
も
し
て
い
な
か
っ
た
福

祉
の
世
界
で
す
が
、
縁
あ
っ
て
四
街
道

市
社
会
福
祉
協
議
会
の
職
員
と
な
り
、

長
ら
く
生
活
福
祉
資
金
の
担
当
を
し
て

い
た
こ
と
も
影
響
し
て
か
、
生
活
困
窮

者
自
立
支
援
事
業
の
担
当
と
な
り
ま
し

た
。 日

々
、
困
難
な
相
談
に
向
き
合
う
だ

け
で
な
く
、
主
任
相
談
支
援
員
と
し
て
、

相
談
業
務
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
職
員
の

育
成
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
立
場
に

な
り
ま
し
た
。
と
同
時
に
、『
支
援
者
を

支
え
る
し
く
み
』
や
『
よ
り
良
い
支
援

と
地
域
づ
く
り
に
繋
げ
た
い
』
と
い
う

思
い
を
実
現
す
る
た
め
の
千
葉
県
生
活

困
窮
者
自
立
支
援
実
務
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
（
通
称
：
ち
こ
ネ
ッ
ト
）
の
設
立
・

運
営
に
携
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、

「
明
ら
か
に
知
識
や
経
験
が
足
り
な

い
」
「
社
会
福
祉
士
を
持
っ
て
な
い
と
、

つ
い
て
い
け
な
い…

」
と
い
う
あ
せ
り

を
感
じ
て
お
り
ま
し
た
。 

そ
ん
な
あ
る
日
、
職
場
の
駐
車
場
で
、

ま
さ
か
の
『
車
に
轢
か
れ
る
』
と
い
う

出
来
事
が
起
こ
り
、
い
く
ば
く
か
の
保

険
金
が
入
り
ま
し
た
。
ま
さ
し
く
こ
れ

は
、
「
学
校
に
通
う
資
金
に
し
な
さ
い
」

と
い
う
お
告
げ
だ
と
思
い
込
み
、
仕
事

を
し
な
が
ら
、
通
信
の
社
会
福
祉
士
一

般
養
成
コ
ー
ス
に
通
い
、
よ
う
や
く
社

会
福
祉
士
の
資
格
を
取
得
、
千
葉
県
社

会
福
祉
士
会
に
入
会
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
仕
事
が
終
わ
っ
て
か
ら
の
勉

強
、
疲
れ
果
て
た
週
末
の
ス
ク
ー
リ
ン

グ
と
、
ハ
ー
ド
な
時
間
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、「
高
校
・
大
学
受
験
よ
り
必
死
に

勉
強
し
た
な
ぁ
」
と
ち
ょ
っ
と
し
た
自

信
と
な
り
、
併
せ
て
今
で
は
良
い
思
い

出
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

資
格
を
取
得
し
た
か
ら
こ
そ
出
会
え

た
方
も
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
り
、
そ

の
方
々
と
の
出
会
い
が
、
私
の
支
え
と

も
な
っ
て
お
り
ま
す
。
生
活
困
窮
者
自

立
支
援
事
業
従
事
者
養
成
研
修
で
、
講

師
を
さ
れ
て
い
た
方
か
ら
、
「
相
談
者

（
ケ
ー
ス
）
は
支
援
者
を
選
ぶ
。
君
は
、

相
談
者
（
ケ
ー
ス
）
か
ら
選
ば
れ
た
ん

だ
よ
」
と
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。 選

ば
れ
た
支
援
者
と
し
て
、
確
か
な

知
識
と
情
報
を
持
つ
と
と
も
に
、
ひ
と

り
で
は
到
底
な
し
得
な
い
こ
と
も
、
支

援
者
自
身
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
つ
こ

と
で
、
支
援
の
幅
が
広
が
り
、
最
終
的

に
は
、
相
談
者
の
利
益
に
つ
な
が
る
と

い
う
こ
と
意
識
し
て
こ
れ
か
ら
も
日
々

前
進
し
て
参
り
ま
す
！ 

社
会
福
祉
士
と
し
て
は
、
ま
だ
ま
だ

新
人
で
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
、
ど
ん
ど

ん
『
社
会
福
祉
士
の
わ
』
を
広
げ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ど
こ
か

で
私
を
見
か
け
ま
し
た
ら
、
お
声
を
か

け
て
く
だ
さ
る
と
う
れ
し
い
で
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

   

四
街
道
市
社
会
福
祉
協
議
会 

及
川 
哲 

（
お
い
か
わ 
さ
と
る)
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※研修等が新たに決定した際にはホームページに随時掲載致します。是非チェックしてください。 

千葉県社会福祉士会ホームページ：http://www.cswchiba.com/ 

【以下、今後の研修予定】 

・権利擁護センターぱあとなあ千葉運営委員会- ぱあとなあ千葉サポート、テーマ別弁護士との事例検討他 

 

  ようこそ！千葉県社会福祉士会へ  

氏名 居住地 勤務先 氏名 居住地 勤務先 

萩原 博忠 船橋市 
有限会社パムック デイサービス 
たかねだい倶楽部 

寄本 義一 松戸市 一般社団法人 ETA・AAL推進協議会 

三瓶 雅俊 浦安市 ― 増江 朗 松戸市 増江治療院 

安田 典弘 館山市 ひまわり薬局 石原 準也 印西市 社会福祉法人 健修会 

松本 友寿 東金市 
社会福祉法人 徳栄会  
特別養護老人ホーム 成田苑 

川上 夏季 千葉市 
社会福祉法人 煌徳会 
特別養護老人ホーム 新千葉一倫荘  

寺師 収也 ― 
 社会福祉法人 浦安市社会福祉協議会 
浦安市富岡地域包括支援センター 

幸 良平 八千代市 
合同会社 おくやまメディカルグループ 
放課後等デイサービス 明るく元気に 

飛田 あゆみ ― 
社会福祉法人 星の会 
ワーク＆サポートすばる 

上村 邦江 南房総市 
社会福祉法人 松涛会 
居宅介護支援事業所ちくら苑 

井谷 康伸 ― 特別養護老人ホーム いずみ苑 林 考盛 市原市 社会福祉法人 ききょう会 吉沢学園 

山田 宣子 木更津市 
東京都社会福祉事業団  
東京都千葉福祉園 

佐藤 広人 ― 
習志野市 
津田沼・鷺沼高齢者相談センター 

― ― 
社会福祉法人 松里福祉会  
指定生活介護事業所 第二わかば園 

秋谷 英二 流山市 
医療法人社団 愛世会 
介護付有料老人ホームブリスイン野田 

鈴木 基代 勝浦市 ― 似内 眞知子 松戸市 ― 

飛田 良子 千葉市 ― 瀨川 亜美 袖ケ浦市 ― 

瀬戸 翔太郎 印旛郡 社会福祉法人 匝瑳市社会福祉協議会 西村 直子 千葉市 ― 

浅尾 順子 習志野市 ― 長谷川 聖子 白井市  ― 

田中 幸子 茂原市 
株式会社 ハッピーヘルス  
ケアプランだいち 

萩原 康行 ― 
社会福祉法人 のゆり会 
のぞみワークショップ 

山野 節子 ― 有限会社 銀河 神保 悠 松戸市 ― 

大塚 薫 千葉市 ― 大竹 宏子 ―  ― 

太田 靖 我孫子市 特定非営利活動法人 わごころ 佐久間 範昌 木更津市 ― 

準会員      

髙野内 聖 千葉市 ―    

※正会員登録書「点と線掲載の可否」の項目で、可に○を頂いている方のみ掲載しております。（順不同・敬称省略） 

令和元年 8月 5日現在の会員数 

正会員 １,509名、 準会員 5名、 賛助会員 ２名    合計 １,516名  

 

暑い暑い夏が終わり、食欲とスポーツと研修の秋です。みなさまいかがお過

ごしでしょうか。そして、どんな新しい出会いがあったでしょうか。 

お忙しい日々をお過ごしのことと思います。 

これからやってくる寒い季節、くれぐれもご自愛ください。 

 

事務局便り 
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